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REPORT

初のウェット走行

舞洲スポーツアイランド

6月24日（水）舞洲フォーミュラトレーニング

5期生の豊田翔太朗（15）と6期生の和田光ノ介（14）、石川大翔（13）、澤恒太郎（12）
の4名がトレーニングに参加しました。この日の天候は午前中は曇りで午後から雨予報でした。

まずは恒例の脱出訓練からトレーニングが始まります。前回は6期生全員が脱出に時間が掛
かっていましたが、今回は3名とも素早く脱出できるようになりました。脱出訓練が終わり続
いて走行トレーニングに移ります。まずは5期生の豊田からマシンに乗り込みます。スムーズ
な走りを見せシフト操作や発進などの基礎はほぼ完璧にできるようになりました。2人目は和
田が走行します。走り始めは発進やシフトに苦戦していましたが、回数を重ねるごとに良く
なっていきました。3人目は石川がドライブします。発進とシフト操作に手を焼いており、な
かなか思うような改善とはなりませんでした。4人目の澤は、慎重な走りながらも発進はス
ムーズにできるようになりました。シフト操作はまだミスが見立ち改善の余地が見えました。

午後に入り予報通り雨が降ってきました。初めてのサーキットトレーニングに移ります。こ
れまでは直線区間の往復での基礎練習でしたが、ここから決められたコースを周回することに
なります。豊田はは基礎面がしっかりできており、すぐにラップタイムを意識したメニューに
取り組むことができました。和田は初めてのコースながらスピードがありました。石川はシフ
ト操作の成功率が少しずつ高まり、徐々に自信を持てるようになってきました。澤は慎重な走
りで確実に周回を重ねていきました。さらに雨が強まる中、初めての計測走行に入ります。こ
のセッションではラップタイムとロガーを計測し、最後の5分タイムアタックに向けての改善
点を見つけるための走行となります。全員が自らの課題を明らかにすることができ、最後の5
分タイムアタックへと入っていきました。

豊田は滑りやすい路面の中でも速さを見せておりトップタイムを記録しました。和田は濡れ
た路面にやや慎重になりすぎてしまいタイムを伸ばせず。石川はタイムこそ出ませんでしたが
午前中の課題であったシフト操作が大幅に向上しました。澤は攻めの走りで豊田に次ぐ２番手
タイムを記録しましたが、最後に自らのミスでクルマを壊してしまいました。

Track
MAISHIMA2 4℃

Driver
Toyoda/Sawa/Wada/Ishikawa



DRIVERS PERFORMANCE

Shotaro – TOYODA （15 ）Best Time 58.770 

 4名の中で走りもタイムもトップだった豊田。しかし講師と比較すれば、まだまだ改善の余地はあります

ので、現状に満足せず更なる高見を目指してレベルアップしてもらいたいです。

Kotaro – SAWA （12 ）Best Time 1:00.559 

 慎重派から攻めのスタイルに変えることができた澤。タイム計測セッションから人が変わったかのような

走りの変化でした。最後の周回でマシンを壊してしまいましたが、タイムは非常に速く攻めた結果です。

Konosuke – WADA （14 ）Best Time 1:02.920 

 朝の走行ではシフト操作が上手く行かず苦戦を強いられましたが、午後からは大幅に改善されました。5

分計測では良いラップを纏めることができませんでしたが、自らの課題を明白にして次のトレーニングに挑

んでもらいたいです。

Yamato – ISHIKAWA （13 ）Best Time 1:03.356 

 午前中は4名の中で大きく後れを取っていましたが、午後の計測走行から一気に基礎操作の成功率が高ま

りました。今はタイムは気にせず、自分のペースで基礎をマスターしてもらいたいです。
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